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項  目 意見 今回の改善計画 

1.初期支援 

（はじめのかかわり） 

・利用者開始時に職員全員が同じ情報量で同じスタート地点に立つことはとて

も難しい事だと思いますが、「よくできている」「なんとかできている」に 4 名

の方はとても努力されていると感じました。 

〇情報収集しきれていないため、情報収集の方法を考える。 

〇定期ミーティングを実施する。 

➡新規情報の共有の時間を設ける（部門内での常勤ミーティング・

部門ミーティングの開催） 

 情報共有をしてから支援を開始する。 

2.「～したい」の実現 

 （自己実現の尊重） 

・利用者さんの「～したい」の実現にあまりできていない 2 名とありますが、

利用者さんとの寄り添い方はそれぞれで、相手を観察したり、会話を重ねたり

することで利用者さんのことをアセスメントでき、他の職員と細かく情報共有、

困ったら相談するのも良いと思います。 

・「あまりできていない」と「できていない」ことへの自己評価ができることが

逆に素晴らしいです。それでこそ改善に繋がると思います。 

・「～したい」気持ちは誰がどのくらいの頻度で確認しているのか参考にしたい。 

〇情報共有の場を作る。自立支援の考え方・関わり方を変えていく。 

 ➡毎月カンファレンスを開催し、利用者の「～したい」のを確認

していく。 

 （毎月の会議で情報を共有し周知していく） 

 

3.日常生活の支援 

・こちらの施設の利用者の状態では言葉だけでなく言語以外のコミュニケーシ

ョンも難しい方もいると思います。努力は大切ですが、限界はあるものと思い

ます。 

・声にならない声の言語化は職員個人が 1 人で行うのではなく、それぞれがそ

の方に対してアセスメントを行い、それをチームで共有しケアに活かしていく

ことが大切だと思います。 

〇コミュニケーション能力を高められるよう勉強会・研修の実施。 

〇カンファレンスの実施（3 名/月） 

 ➡本人のことを知る意識を持つための情報収集を行う。 

  カンファレンス内でその情報を共有し会議で発表する。 

4.地域での暮らしの支

援 

・小規模多機能で 24 時間の暮らしを把握することは難しいが、訪問時間で職

員がアセスメントすることはたくさんあると思います。普段から利用者や家族、

地域の人たちとコミュニケーションを日頃から図ることが大事だと思います。 

・「ほとんどできていない」が目立ちましたが、項目的に難しいと感じます。「な

んとかできている」方法を共有できれば良いと思います。 

・地域の繋がりが行事以外で行っていることはありますか？ 

〇自宅での過ごし方を把握するため、送迎の時間や訪問支援時の様

子や本人から聞き取った情報を記録へ残し職員間で情報共有してい

く。普段の会話からも情報収集ができるよう会議やカンファレンス

時に共有内容の報告を行う。                     

〇日頃から利用者の住む地域の人や、事業所の地域との連携を図る

機会が確保できる様に意識して関われる様にする。 

5.多機能性ある柔軟な 

支援 

・小規模多機能ならではのイレギュラーな対応ができていると思います。 〇気持ちの変化・本人のことを知る意識を持つための情報収集を行

い、カンファレンス内で報告し情報共有をする。 



7.運営 

・運営推進会議を事業所で行っていて参考になっています。ぜひ事業所での開

催を続けていただけたらと思います。 

 

〇事業所の活動内容を知ってもらうための新聞を作成し、地域の

方たちの回覧し取り組み意見をいただく。 

 ➡まずは計画立てを行い実施していく。 

8.質を向上するための

取り組み 

・それぞれの研修は真に効果的でしょうが、研修すること自体が目的となって

しまっているようでしたら見直しも必要だと思います。研修後のレポート等も

負担になっていたら本末転倒だと危惧してしまいます。 

・外部研修はどのように職員に周知し参加の有無を確認しているのでしょうか。

また参加した研修の成果を発表する場はあるのでしょうか。 

〇研修は参加できているが、職場内に活かされていない。 

 ➡研修参加後、ミーティング内で研修内容を発表し、各々のスキ

ルアップ・向上に繋げる。 

9.人権・プライバシー 

・特になし 〇毎月の部門ミーティング内で虐待・拘束の情報を得ることで意識

の向上を図る。 

 ➡ミーティング内で高齢者虐待・身体拘束についての事例等を確

認する。 

 



 


